
 平 成 ２ ６ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 Ｄ Ｄ 第 二 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 
  問 題 番号 ご と の解答数  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ L －  1 ～  6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ L －  7 ～ 14

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ L － 15 ～ 20

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０１L９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｈ11

22222222

3333333

444444

5555Ｌ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｇ

5

Ｋ

6

4

5

6

7

8

9             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

昭
和

平
成

Ｈ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)   試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び各問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

解答の公表は 11月 26日 10時以降の予定です。 
合否の検索は 12月 15日 14時以降の予定です。 



Ｌ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、抵抗Ｒ３ に流れる電流Ｉは、 (ア) アンペアである。ただし、

電池Ｅの内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４ ⑤ ５

図１

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスは、 (イ) オームである。

(５点)

① １３ ② １５ ③ １７ ④ １９ ⑤ ２１

図２

(３) 面積Ａの金属板２枚を間隔ｄだけ隔てて平行に置き、その間を誘電率εの誘電体で満たし

た平行板コンデンサがある。このコンデンサの静電容量をＣとすると、これらの間には

Ｃ ＝ (ウ) の関係がある。 (５点)

ｄ εｄ Ａ εＡ① εｄＡ ② ③ ④ ⑤εＡ Ａ εｄ ｄ

(４) 交流波形のひずみの度合いを判断する目安の一つである波高率は、 (エ) 比で表され、

正弦波形の場合、約１.４１となる。 (５点)

① 最大値の平均値に対する ② 実効値の平均値に対する

③ 基本波の高調波に対する ④ 最大値の実効値に対する

⑤ 偶数次ひずみの奇数次ひずみに対する

Ｅ＝１３

Ｒ４＝１ Ｒ５＝２

Ｒ３＝１

Ｒ２＝１Ｒ１＝１

Ｉ

Ω

Ω ΩＶ

Ω

Ω

ｂａ

Ｒ＝１２ ＸＬ＝２ ＸＣ＝７Ω ΩΩ



Ｌ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体の特性について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ｐｎ接合に外部から逆方向電圧を加えると、ｐ形領域の多数キャリアである正孔は、電源

の正極に引かれ、空乏層が広がる。

Ｂ ｐｎ接合に外部から順方向電圧を加えると、空乏層が狭くなり、ｎ形領域の多数キャリア

である自由電子はｐ形領域へ流れ込む。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図１に示すトランジスタ増幅回路において、この回路のトランジスタの各特性が図２及び図３

で示すものであるとき、コレクタ－エミッタ間の電圧ＶＣＥは、 (イ) ボルトとなる。ただ

し、Ｒ１は１００オーム、Ｒ２は２.４キロオーム、Ｒ３は３キロオームとする。 (４点)

① ２ ② ４ ③ ６ ④ ８ ⑤ １０

(３) サイリスタが、ゲート信号により電流の流れないオフ状態から電流が流れるオン状態になる

ことは、一般に、ターンオン又は (ウ) といわれる。 (４点)

① 整 流 ② 変 調 ③ トンネリング ④ 消 弧 ⑤ 点 弧

(４) 記憶素子を構成する基本単位であるメモリセルが、ＭＯＳトランジスタ１個とコンデンサ

１個から構成され、コンデンサに電荷があるときは１、電荷がないときは０として記憶される

半導体メモリは、 (エ) といわれる。 (４点)

① ＤＲＡＭ ② ＣＣＤ ③ ＲＯＭ

④ ＡＳＩＣ ⑤ フラッシュメモリ

(５) トランジスタの静特性のうち、エミッタ接地方式においてベース電流ＩＢを一定に保ったと

きのコレクタ電流ＩＣとコレクタ－エミッタ間の電圧ＶＣＥとの関係を示したものは、ＶＣＥ－ＩＣ

特性又は (オ) 特性といわれる。 (４点)

① 電圧帰還 ② 電流伝達 ③ 入 力 ④ 出 力 ⑤ 増 幅

Ｉ

Ｖ

Ｉ

Ｒ

Ｒ
Ｒ

20

図１ 図２
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Ｌ－3

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１、図２及び図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すと

き、図１、図２及び図３の塗りつぶした部分を示すそれぞれの論理式の論理和は、 (ア)

と表すことができる。 (５点)

① Ａ･Ｂ･Ｃ ② Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ ③ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

④ Ａ･Ｂ･Ｃ ⑤ Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

図１ 図２ 図３

(２) 図４に示す論理回路において、Ｍの論理素子が (イ) であるとき、入力ａ及び入力ｂと

出力ｃとの関係は、図５で示される。 (５点)

図４

図５

a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力

① ② ③ ④ ⑤

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

入力ｂ
入力ａ

出力ｃ
Ｍ



Ｌ－4

(３) 図６に示す論理回路は、ＮＡＮＤゲートによるフリップフロップ回路である。入力ａ及び

入力ｂに図７に示す入力がある場合、図６の出力ｄは、図７の出力のうち (ウ) である。

(５点)

① ｄ１ ② ｄ２ ③ ｄ３ ④ ｄ４ ⑤ ｄ５ ⑥ ｄ６

図６

図７

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

① ０ ② １ ③ Ａ･Ｃ＋Ｂ ④ Ｂ＋Ｃ ⑤ Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｃ

a

b

d1

d2

d3

d4

d5

1

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

入力

出力

d6
1

0

入力ａ
出力ｃ入力ｂ

出力 d



Ｌ－5

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線への入力電力が (ア) ミリワット、その伝送損失が１キロ

メートル当たり０.８デシベル、増幅器の利得が１６デシベルのとき、負荷抵抗Ｒで消費する

電力は、８０ミリワットである。ただし、変成器は理想的なものとし、入出力各部のインピー

ダンスは整合しているものとする。 (５点)

① １６ ② ４５ ③ ６０ ④ ８０ ⑤ ９６ ⑥ １１２

図１

(２) 伝送損失について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 平衡対ケーブルにおいては、心線導体間の間隔を大きくすると伝送損失が増加する。

Ｂ 同軸ケーブルは、一般的に使用される周波数帯において信号の周波数が４倍になると、そ

の伝送損失は、約２倍になる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 図２において、電気通信回線１のインピーダンスが３２０オーム、電気通信回線２のイン

ピーダンスが５００オームのとき、巻線比(ｎ１：ｎ２)が (ウ) の変成器を使うと回線の

接続点の反射損失がゼロとなる。ただし、変成器は理想的なものとする。 (５点)

① ２：３ ② ３：２ ③ ３：５ ④ ４：３ ⑤ ４：５

図２

(４) 伝送回路の入力と出力の信号電圧が比例関係にないために生ずる信号のひずみは、 (エ)

ひずみといわれる。 (５点)

① 群遅延 ② 波 形 ③ 非直線 ④ 位 相 ⑤ 減 衰

電気通信回線１

変成器

巻線比
：ｎ１ ｎ２

電気通信回線２

発振器 電気通信回線

変成器

増
幅
器

巻線比
３：４

Ｒ

２０ kｍ



Ｌ－6

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) デジタル変調方式について述べた次の記述のうち、正しいものは、 (ア) である。(４点)

① ＦＳＫは送信するデジタル信号に応じて、周波数が一定の搬送波の位相を変化さ

せて変調する方式である。

② ＦＳＫにおいて変調率が１００パーセントのものは、オンオフキーイングといわ

れる。

③ ＱＰＳＫは、１シンボル当たり４ビットの情報を伝送できる多値変調方式である。

④ ＱＡＭは、位相が直交する二つの搬送波がそれぞれＡＳＫ変調された多値変調方

式である。

(２) 光ファイバ増幅器について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 光ファイバ増幅器には、コアにエルビウムイオンを添加した光ファイバを利用する、一般

に、ＥＤＦＡといわれるものがある。

Ｂ 光ファイバ増幅器は、波長が異なる信号光の一括増幅が可能であり、一般に、波長分割多

重伝送方式を用いた光中継システムなどに使用されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) パルスの繰り返し周期が等しいＮ個のＰＣＭ信号を時分割多重方式により伝送するためには、

多重化後のパルスの繰り返し周期を元の周期の (ウ) 倍以下となるように設定する必要が

ある。 (４点)

１ Ｎ① ② ③ Ｎ ④ ２Ｎ ⑤ Ｎ２Ｎ ２

(４) 伝送するパルス列の時間軸上の周期の短い位相変動は、 (エ) といわれ、光中継システ

ムなどに用いられる再生中継器におけるタイミングパルスの間隔のふらつきや、共振回路の同

調周波数のずれが一定でないことなどに起因している。 (４点)

① 相互変調 ② ジッタ ③ 自己変調 ④ エコー ⑤ バースト

(５) 光ファイバ増幅器を用いた光中継システムにおいて、光信号の増幅に伴い発生する自然放出

光に起因する (オ) は、受信端におけるＳＮ比の低下など、伝送特性劣化の要因となる。

(４点)

① ＡＳＥ雑音 ② ショット雑音 ③ 熱雑音

④ 暗電流 ⑤ インパルス雑音



Ｌ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図に示すＩＥＥＥ８０２.１１標準の無線ＬＡＮの環境において、隠れ端末問題の解決策として、

ＡＰは、送信をしようとしているＳＴＡ１からの (ア) 信号といわれるAを受けるとＣＴＳ

信号といわれるBをＳＴＡ１に送信するが、このBは、ＳＴＡ３も受信できるので、ＳＴＡ３

はＮＡＶ期間だけ送信を待つことにより衝突を防止する対策がとられている。 (４点)

① ＲＴＳ ② ＰＣＦ ③ ＣＦＰ ④ ＮＡＫ ⑤ ＡＣＫ

(２) ＧＥ－ＰＯＮでは、ＯＬＴからの下り信号が放送形式で配下の全ＯＮＵに到達するため、各

ＯＮＵは受信フレームの取捨選択をイーサネットフレームの (イ) に収容された論理リン

ク識別子を用いて行っている。 (４点)

① 送信元アドレス ② 宛先アドレス ③ パディングビット

④ プリアンブル ⑤ フレームチェックシーケンス

(３) ＧＥ－ＰＯＮシステムで用いられているＯＮＵの配線などについて述べた次の二つの記述は、

(ウ) 。 (４点)

Ａ ＯＮＵに接続するＵＴＰケーブルは、１０００ＢＡＳＥ－Ｔのインタフェース仕様で利用

する場合、カテゴリ５ｅ以上の規格の性能を有するものを用いる。

Ｂ ＵＴＰケーブルを用いてＯＮＵに接続されるルータは、オートネゴシエーションモード

に設定する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

障害物 キャリアセンス不可

キャリアセンス可

(アクセスポイント)ＳＴＡ１

ＳＴＡ２
ＳＴＡ３

(無線端末)

(無線端末)
(無線端末)

ＡＰ

A B

B



Ｌ－8

(４) スイッチングハブのフレーム転送方式のうち、フラグメントフリー方式では、有効フレームの

先頭から (エ) バイトまで読み取り、異常がなければ、そのフレームを転送する。(４点)

① ６ ② １２ ③ ３２ ④ ４８ ⑤ ６４

(５) ＩＰ－ＰＢＸの (オ) 機能を使うと、自席の内線電話機で、通話中の相手を一時保留す

るためのフッキング操作の後に (オ) 用のアクセスコードをダイヤルし、次に、離れたと

ころの別席の内線電話機からアクセスコードと自席の内線番号をダイヤルすることにより、保

留されていた相手と再度通話することができる。 (４点)

① コールトランスファ ② コールパーク ③ コールホールド

④ コールピックアップ ⑤ コールウェイティング

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 広域イーサネットなどにおいて用いられるＥｏＭＰＬＳは、ＭＰＬＳ網内でイーサネットフ

レームを転送する技術であり、ユーザネットワークのアクセス回線から転送されたイーサネッ

トフレームは、一般に、ＭＰＬＳドメインの入口にあるラベルエッジルータでＰＡ(PreAmble/

SFD)とＦＣＳが除去され、レイヤ２転送用の (ア) とＭＰＬＳヘッダ(Shimヘッダ)が付与

される。 (４点)

① ＩＰヘッダ ② ＴＣＰヘッダ ③ ＶＬＡＮタグ

④ ＶＣラベル ⑤ ＭＡＣヘッダ

(２) ＧＥ－ＰＯＮでは、上り信号が光スプリッタにおいて合波されるため、ＯＬＴは配下の各

ＯＮＵに対して送信許可を通知することにより、各ＯＮＵからの上り信号を (イ) 分離し

て衝突を回避している。 (４点)

① 空間的に ② 光の位相により ③ 光の偏波面により

④ 時間的に ⑤ 光の波長により

(３) ＡＴＭの技術などについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ セルヘッダのＣＬＰフィールドは、１ビットで構成され、セル破棄の優先度を示しており、

ビット値１は、ＡＴＭ網内で輻輳状態に陥ったときなどにおいて、優先的に破棄されるセル
ふくそう

であることを示す。

Ｂ ＳＤＨベースのユーザ・網インタフェースにおける物理媒体依存サブレイヤは、ＡＴＭセ

ル速度(有効セルの速度)を伝送速度(伝送ペイロード容量)に合わせるために、セル流の速度

整合を行う。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(４) １０ＢＡＳＥ－Ｔなどで用いられている、デジタル信号を送受信するための伝送路符号化方式

の (エ) 符号は、図に示すように、ビット値１のときはビットの中央で信号レベルを低レ

ベルから高レベルへ、ビット値０の時はビットの中央で信号レベルを高レベルから低レベルへ

反転させる符号である。 (４点)

① ＭＬＴ－３ ② ＮＲＺ ③ Ｍａｎｃｈｅｓｔｅｒ ④ ＮＲＺＩ

(５) ＩＰｖ６又はＩＰｖ４ネットワークにおける中継ノード(ルータなど)で転送されるパケット

の処理などについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (オ) である。 (４点)

① ＩＥＴＦのＲＦＣでは、ＩＣＭＰｖ６は、ＩＰｖ６を構成する一部分として必須で

あり、すべてのＩＰｖ６ノードは完全にＩＣＭＰｖ６を実装しなければならないと規

定している。

② ＩＰｖ６では、送信元ノードだけがＰＭＴＵＤの機能を用いて検出した最適なパス

ＭＴＵ値に基づき、パケットを分割して送信することができる。

③ ＩＰｖ４のＰＭＴＵＤは、送信元ホストとＩＰｖ４ネットワーク内のすべてのルータ

においてＰＭＴＵＤが有効に機能するよう設定されている場合、パケットの送信元から

宛先までの経路上にあるパスにおいて、パケットが分割されずに転送できるＭＴＵ値

を検出する仕組みである。

④ ＩＰｖ４では、中継ノードで転送されるパケットのＤＦビット値が１の場合は、パ

ケットの送信元から宛先までのパスにおいて、パスの最小ＭＴＵ値より大きなパケッ

トは分割して転送される。

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 電子メールの送付元をメール送付先の知人や取引先企業などになりすまし、特定の企業の社

員などを狙ってウイルスを送りつける攻撃は、一般に、 (ア) といわれる。 (４点)

① ガンブラー ② ゼロデイ攻撃 ③ ＤＤｏＳ攻撃

④ 標的型攻撃 ⑤ チェーンメール

(２) 情報セキュリティの３要素について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 認可されていない個人、エンティティ又はプロセスに対して、情報資産を使用不可又は非

公開にする特性は、機密性といわれる。

Ｂ 情報資産の正確さ及び完全さを保護する特性は、可用性といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

入力

出力

高レベル

低レベル

１ ０ ０ １ ０ １ ０ １
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(３) 共通鍵暗号方式の特徴について述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (ウ) である。

(４点)

① 暗号化・復号の処理に同じ鍵が用いられる。

② 公開鍵暗号方式と比較して、一般に、暗号化・復号の処理が高速である。

③ 代表的な共通鍵暗号としてＲＳＡ暗号があり、主に、認証や鍵配送などに用いら

れる。

④ 共通鍵をそのままネットワークで配送すると、悪意のある第三者に取得され、暗

号文を解読されるおそれがある。

(４) インターネットに接続されたネットワークにおいて、インターネットからも内部ネットワーク

からもファイアウォールによって隔離された区域は、一般に、 (エ) といわれる。(４点)

① ＲＡＤＩＵＳ ② ＤＭＺ ③ ＮＡＴ ④ ＤＮＳ ⑤ ＩＤＳ

(５) 無線ＬＡＮのセキュリティについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (オ)

である。 (４点)

① 無線ＬＡＮアクセスポイントの設定において、ＡＮＹ接続を拒否する設定にする

ことにより、アクセスポイントのＳＳＩＤを知らない第三者の無線ＬＡＮ端末から

接続される危険性を低減できる。

② 無線ＬＡＮアクセスポイントのＭＡＣアドレスフィルタリング機能を有効に設定

することにより、登録されていないＭＡＣアドレスを持つ無線ＬＡＮ端末から接続

される危険性を低減できる。

③ 無線ＬＡＮアクセスポイントにおいて、ＳＳＩＤ及びＭＡＣアドレスフィルタリ

ング機能を有効に設定することにより、無線ＬＡＮ区間での傍受による情報漏洩は
えい

生じない。

④ ＷＥＰ、ＷＰＡ－ＰＳＫ及びＷＰＡ２－ＰＳＫを比較すると、セキュリティ上、

最も脆弱とされているものはＷＥＰである。
ぜい

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ用コネクタには、光ファイバのコアの中心をコネクタの中心に固定するために

(ア) といわれる部品が使われている。 (４点)

① スリーブ ② フェルール ③ プランジャ ④ クロージャ

(２) ＯＩＴＤＡ／ＴＰ １１／ＢＷ：２０１２ビルディング内光配線システムにおける、配線盤へ

の光ファイバケーブルの固定について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。

なお、ＯＩＴＤＡ／ＴＰ １１／ＢＷ：２０１２は、ＪＩＳ ＴＳ Ｃ００１７の有効期限切れ

に伴い同規格を受け継いで光産業技術振興協会(ＯＩＴＤＡ)が技術資料として策定、公表して

いるものである。 (４点)

Ａ 光ファイバケーブルの成端及び接続に必要な長さの外被をはぎ取り、極端な曲げを与えな

いよう配慮して心線にユニット縛りを行い、テンションメンバを把持するに必要な長さで切

断する。

Ｂ 光ファイバケーブルのテンションメンバの先端には心線を傷つけないようにビニルキャッ

プを取り付けるか、又はビニル粘着テープを巻きつけ、光ファイバケーブルをケーブル把持

具に固定する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) 情報配線システムにおけるフロア配線の配線方式について述べた次の二つの記述は、

(ウ) 。 (４点)

Ａ 水平ケーブルとネットワーク機器などとを直接機器コードで接続する方式は、一般に、ク

ロスコネクト方式といわれ、１台のラックに機器やパッチパネルなどの機器構成をすべて収

容する場合や少数ポート構成時に有効な方式である。

Ｂ 水平ケーブルと機器コードとをパッチパネルを介したパッチコードで接続する方式は、一

般に、インタコネクト方式といわれ、クロスコネクト方式と比較して、作業性や運用性に優

れるが機器構成などの設置スペースを広く確保する必要がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＯＩＴＤＡ／ＴＰ １１／ＢＷ：２０１２ビルディング内光配線システムにおいて、フリーア

クセスフロアは、置敷き形、パネル及び支柱分離形、パネル及び支柱一体形の三つに分類され

ている。これらを配線空間が大きい順番に並べると、 (エ) となる。 (４点)

① パネル及び支柱分離形、置敷き形、パネル及び支柱一体形

② パネル及び支柱一体形、置敷き形、パネル及び支柱分離形

③ パネル及び支柱分離形、パネル及び支柱一体形、置敷き形

④ パネル及び支柱一体形、パネル及び支柱分離形、置敷き形

(５) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４では、図に示す水平配線の設計において、クロスコネクト－

ＴＯモデル、カテゴリ５要素を使ったクラスＤのチャネルの場合、機器コード、パッチコード／

ジャンパ及びワークエリアコードの長さの総和が１５メートルのとき、水平ケーブルの最大長

は (オ) メートルとなる。ただし、使用温度は２０℃、コードの挿入損失dＢ／ｍは

水平ケーブルの挿入損失dＢ／ｍに対して５０パーセント増とする。 (４点)

① ８４.５ ② ８５.０ ③ ８５.５ ④ ８６.０ ⑤ ８６.５

ＴＯ

ＴＥＣＣＣ ＣＥＱＰ

機器コード
ワークエリアコード

水平配線ケーブル

Ｃ

パッチコード／
ジャンパ

Ｃ = 接続点

チャネル
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１は、ＪＩＳ Ｃ ６８２３：２０１０光ファイバ損失試験方法におけるＯＴＤＲ法による

不連続点での測定波形の例を示したものである。この測定波形の (ア) の箇所は、被測定

光ファイバの終端を表示している。ただし、ＯＴＤＲ法による測定で必要なスプライス又はコ

ネクタは、低挿入損失かつ低反射であり、被測定光ファイバには、マイクロベンディングロス

がないものとする。 (４点)

① A ② B ③ C ④ D ⑤ E

図１

(２) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４の規格では平衡配線の性能について、クラスＡからクラスＦ

までの６段階が定義されており、クラスＥは、 (イ) メガヘルツまでの伝送性能を提供す

ることができることと規定されている。 (４点)

① １００ ② １５０ ③ ２００ ④ ２５０ ⑤ ６００

(３) 光アクセスネットワークの設備構成のうち、大規模集合住宅のＭＤＦ室などまで光ファイバ

ケーブルを敷設し、集合メディア変換装置を経て各戸への配線に (ウ) を使用するＶＤＳＬ

方式は、伝送距離に制限があるものの、一般に、ＡＤＳＬ方式と比較して高速のブロードバン

ドサービスが提供される。 (４点)

① ドロップ光ファイバケーブル ② 通信用ＰＶＣ屋内線

③ ＵＴＰケーブル ④ ３Ｃ－２Ｖ同軸ケーブル

距 離

Ｏ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
　
信
号
レ
ベ
ル




d
Ｂ

A
B

C

D

雑音レベル

E
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(４) ＡＮＳＩ／ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８Ｂの規定における情報配線システムの工事完了時に実施

するフィールドテストについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 図３結果Ａに示すように、測定確度レベルに適合したフィールドテスタを使用して測定し

た実測値が規格値に近いときは、測定結果は合格であるが、不合格の可能性が残っていると

考えられ、実測値が不確定範囲内にあり、マージナルパス(marginal pass)といわれることから、

試験結果にアスタリスクマーク(＊)を表示しなければならないと規定されている。

Ｂ 図３結果Ｂに示すように、測定確度レベルに適合したフィールドテスタを使用して測定し

た実測値が規格値に近いときは、測定結果は不合格であるが、合格の可能性が残っていると

考えられ、実測値が不確定範囲内にあり、マージナルフェイル(marginal fail)といわれるこ

とから、試験結果にアスタリスクマーク(＊)を表示しなければならないと規定されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

図２

参考：図２は、測定確度の概念図を示す。σは正規分布における標準偏差であり、測定値ｍ、

測定確度２σの場合、真値ｔは約９５パーセントの確率でｍ－２σ＜ｔ＜ｍ＋２σの

範囲に存在する。

図３

測定確度 ＝ ２σ

真値ｔ

測定値ｍ

－２σ ＋２σ

規格限界値

周波数

伝
送
パ
ラ
メ
ー
タ

ｄ
Ｂ


合格域

不合格域

結果Ａ

結果Ｂ
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(５) 施工管理などに用いられるツールの一つであるネットワーク式工程表の基本ルールについて

述べた次の記述のうち、正しいものは、 (オ) である。 (４点)

① 同じ値のフリーフロート(自由余裕)を持つイベント(結合点)は、二つ

以上あってはならない。

② 二つのイベントを直接結ぶアクティビティ(作業)を示す矢線は、二つ

以上あってはならない。

③ 所要日数が０(ゼロ)で作業相互間の関係を示すダミー(擬似作業)は、

二つ以上あってはならない。

④ 開始点から終了点に至る経路の中で最も所要日数の長い経路を示す

クリティカルパス(最長経路)は、二つ以上あってはならない。
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法又は電気通信事業法施行規則に規定する用語について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 電気通信役務とは、電気通信設備を用いて他人の通信を媒介し、その他電気通信設

備を他人の通信の用に供することをいう。

② 専用役務とは、特定の者に電気通信設備を専用させる電気通信役務をいう。

③ 電気通信事業とは、有線、無線その他の電磁的方式により、符号、音響又は影像を

送り、伝え、又は受けることをいう。

④ 端末系伝送路設備とは、端末設備又は自営電気通信設備と接続される伝送路設備を

いう。

(２) 電気通信事業法に規定する｢重要通信の確保｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。

(４点)

Ａ 重要通信を優先的に取り扱わなければならない場合において、電気通信事業者は、必要が

あるときは、総務省令で定める基準に従い、電気通信業務の一部を停止することができる。

Ｂ 電気通信事業者は、電気通信事業法に規定する重要通信の円滑な実施を他の電気通信事業

者と相互に連携を図りつつ確保するため、他の電気通信事業者と電気通信設備を相互に接続

する場合には、総務大臣に届け出た管理規程に基づき、重要通信の優先的な取扱いについて

取り決めることその他の必要な措置を講じなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 電気通信事業者が特定の者に対し不当な差別的取扱いを行っていると総務大臣が認めるとき

は、総務大臣は電気通信事業者に対し、利用者の利益又は (ウ) を確保するために必要な

限度において、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ずることができる。(４点)

① 社会の秩序 ② 公共の利益 ③ 国民の権利 ④ 適正な競争

(４) 電気通信事業法に規定する｢工事担任者による工事の実施及び監督｣及び｢端末設備の接続の技

術基準｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 利用者は、端末設備又は自営電気通信設備を接続するときは、工事担任者資格者証の交付

を受けている者に、当該工事担任者資格者証の種類に応じ、これに係る工事を行わせ、又は

実地に監督させなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

Ｂ 端末設備の接続の技術基準は、これにより電気通信事業者の設置する電気通信回線設備と

利用者の接続する端末設備との責任の分界が明確であるようにすることが確保されるものと

して定められなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 利用者は、電気通信事業法の規定により端末機器技術基準適合認定の表示が付されている端

末機器(同法の規定により端末機器技術基準適合認定の表示が付されていないものとみなされ

たものを除く。)を接続する場合その他総務省令で定める場合を除き、電気通信事業者の電気

通信回線設備に端末設備を接続したときは、当該電気通信事業者の (オ) を受け、その接

続が同法に規定する端末設備の接続の技術基準に適合していると認められた後でなければ、こ

れを使用してはならない。これを変更したときも、同様とする。 (４点)

① 承 認 ② 審 査 ③ 確 認 ④ 検 査

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。

(小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の二つの文章

は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＤＤ第二種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事のうち、

接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１００メガビット(主としてインターネット

に接続するための回線にあっては、毎秒１ギガビット)以下のものに限る工事を行い、又は

監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工

事を除く。

Ｂ ＤＤ第三種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事のうち、

接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１メガビット以下であって、主としてイン

ターネットに接続するための回線に係るものに限る工事を行い、又は監督することができる。

ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を除く。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の返納｣及び｢資格者証の交付｣について述べた次の二つ

の文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 工事担任者資格者証の返納を命ぜられた者は、その処分を受けた日から２週間以内にその

資格者証を総務大臣に返納しなければならない。資格者証の再交付を受けた後失った資格者

証を発見したときも同様とする。

Ｂ 工事担任者資格者証の交付を受けた者は、端末設備等の接続に関する知識及び技術の向上

を図るように努めなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 技術基準適合認定を受けた端末機器には、その旨を表示しなければならないと規定されており、

(ウ) に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初の文字は、Ｆである。

(４点)

① デジタルデータ伝送用設備 ② インターネットプロトコル電話用設備

③ 総合デジタル通信用設備 ④ インターネットプロトコル移動電話用設備
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(４) 有線電気通信法の｢有線電気通信設備の届出｣において、有線電気通信設備(その設置につい

て総務大臣に届け出る必要のないものを除く。)を設置しようとする者は、有線電気通信の

(エ) 、設備の設置の場所及び設備の概要を記載した書類を添えて、設置の工事の開始の

日の (オ) 前まで(工事を要しないときは、設置の日から (オ) 以内)に、その旨を総

務大臣に届け出なければならないと規定されている。 (４点×２＝８点)

① １週間 ② １０日 ③ ２週間 ④ ３０日

⑤ 方式の別 ⑥ 技術基準 ⑦ 接続条件 ⑧ 線条の種類

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、

デジタル方式により、専ら符号又は影像の伝送交換を目的とする電気通信役務の用に供する

ものをいう。

Ｂ 専用通信回線設備等端末とは、端末設備であって、専用通信回線設備又は総合デジタル通

信用設備に接続されるものをいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 責任の分界又は安全性等について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (イ) で

ある。 (４点)

① 分界点における接続の方式は、端末設備を電気通信回線ごとに事業用電気通信設備

から容易に切り離せるものでなければならない。

② 端末設備は、事業用電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機

能を有してはならない。

③ 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備と
きょう

の間において、使用電圧が３００ボルト以下の場合にあっては、０.２メガオーム以

上の絶縁抵抗を有しなければならない。

④ 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な誘導雑音が発生すること

を防止する機能を備えなければならない。

(３) 配線設備等の評価雑音電力(通信回線が受ける妨害であって人間の聴覚率を考慮して定めら

れる実効的雑音電力をいい、誘導によるものを含む。)は、絶対レベルで表した値で定常時に

おいてマイナス (ウ) デシベル以下であり、かつ、最大時においてマイナス５８デシベル

以下でなければならない。 (４点)

① ６０ ② ６４ ③ ６８ ④ ７２

(４) ｢配線設備等｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 配線設備等の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流２００ボルト以上の一の電

圧で測定した値で１メガオーム以上であること。

Ｂ 事業用電気通信設備を損傷し、又はその機能に障害を与えないようにするため、総務大臣

が別に告示するところにより配線設備等の設置の方法を定める場合にあっては、その方法に

よるものであること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 端末設備を構成する一の部分と他の部分相互間において電波を使用する端末設備にあっては、

使用される無線設備は、一の筐体に収められており、かつ、容易に (オ) ことができない

ものでなければならない。ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

(４点)

A 開ける B 移動する ③ 交換する ④ 取り外す

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 低群周波数は、６００ヘルツから９００ヘルツまでの範囲内の特定の四つの周波数で規定

されている。

Ｂ 高群周波数は、１,３００ヘルツから１,７００ヘルツまでの範囲内の特定の四つの周波数

で規定されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 移動電話端末の｢基本的機能｣、｢発信の機能｣又は｢送信タイミング｣について述べた次の文章

のうち、誤っているものは、 (イ) である。 (４点)

① 通信を終了する場合にあっては、チャネル(通話チャネル及び制御チャネルをいう。)

を切断する信号を送出するものであること。

② 応答を行う場合にあっては、応答を開始する信号を送出するものであること。

③ 自動再発信を行う場合にあっては、その回数は２回以内でなければならない。ただ

し、最初の発信から３分を超えた場合にあっては、別の発信とみなす。

なお、この規定は、火災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。

④ 総務大臣が別に告示する条件に適合する送信タイミングで送信する機能を備えなけ

ればならない。

(３) 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間にお

いて、使用電圧が７５０ボルトを超える直流及び６００ボルトを超える交流の場合にあっては、

その使用電圧の (ウ) 倍の電圧を連続して１０分間加えたときこれに耐える絶縁耐力を有

しなければならない。 (４点)

① １.５ ② ２ ③ ２.５ ④ ３

(４) 利用者の接続する (エ) は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするため、事

業用電気通信設備との間に分界点を有しなければならない。 (４点)

① 保安器 ② 端末設備 ③ 配線設備等 ④ 電気通信回線設備
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(５) 専用通信回線設備等端末の｢漏話減衰量｣又は｢電気的条件等｣について述べた次の文章のうち、

正しいものは、 (オ) である。 (４点)

① 複数の電気通信回線と接続される専用通信回線設備等端末の回線相互間の漏話減衰

量は、１,０００ヘルツにおいて７０デシベル以上でなければならない。

② 専用通信回線設備等端末は、総務大臣が別に告示する電気的条件及び機械的条件の

いずれかの条件に適合するものでなければならない。

③ 専用通信回線設備等端末は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであっ

てはならない。ただし、総務大臣が別に告示する条件において直流重畳が認められる

場合にあっては、この限りでない。

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(ア) である。 (４点)

① 強電流電線とは、強電流電気の伝送を行うための導体(絶縁物又は保護物で被覆さ

れている場合は、これらの物を含む。)をいう。

② 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれに係る中

継器その他の機器(これらを支持し、又は保蔵するための工作物を含む。)をいう。

③ 絶対レベルとは、一の実効電力の１ワットに対する比をデシベルで表わしたものを

いう。

④ 支持物とは、電柱、支線、つり線その他電線又は強電流電線を支持するための工作

物をいう。

(２) 有線電気通信設備令に規定する｢線路の電圧及び通信回線の電力｣について述べた次の二つの

文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 通信回線(導体が光ファイバであるものを除く。)の線路の電圧は、１００ボルト以上

２００ボルト以下でなければならない。ただし、電線としてケーブルのみを使用するとき、

又は人体に危害を及ぼし、若しくは物件に損傷を与えるおそれがないときは、この限りでない。

Ｂ 通信回線(導体が光ファイバであるものを除く。)の電力は、絶対レベルで表わした値

で、その周波数が音声周波であるときは、プラス１０デシベル以下、高周波であるときは、

プラス２０デシベル以下でなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限り

でない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信設備令施行規則に規定する低周波とは、周波数が (ウ) ヘルツ以下の電磁

波をいう。 (４点)

① １５０ ② ２００ ③ ２５０ ④ ３００
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(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律は、不正アクセス行為を禁止するとともに、これに

ついての罰則及びその再発防止のための都道府県公安委員会による援助措置等を定めることに

より、電気通信回線を通じて行われる電子計算機に係る (エ) 及びアクセス制御機能によ

り実現される電気通信に関する秩序の維持を図り、もって高度情報通信社会の健全な発展に寄

与することを目的とする。 (４点)

① プライバシーの保護 ② 特定利用の制限

③ セキュリティ対策 ④ 犯罪の防止

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律に規定する事項について述べた次の二つの文章は、

(オ) 。 (４点)

Ａ 電磁的記録とは、電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識することができ

ない方式で作られる記録であって、電子計算機による情報処理の用に供されるものをいう。

Ｂ 認証業務とは、自らが行う電子署名についてその業務を利用する者(以下｢利用者｣という。)

その他の者の求めに応じ、当該利用者が電子署名を行ったものであることを公表するために

用いられる事項が当該利用者に係るものであることを推定する業務をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器、トランジスタなどの表記は、新図記号を用いています。 

      ［例］ 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(8)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

  
(9)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(10)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  

の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 

しておりません。 

 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


